
一　

前
書
き

　

一
九
八
九
年
に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
は
、
旧
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
け
る
共
産
党
政
権
の
崩
壊
を

も
た
ら
し
、
同
共
和
国
は
、
そ
の
国
名
も
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
連
邦
共
和
国
と
改
称
さ
れ
て
連
邦
制
が
維
持
さ
れ
た
が
、
一
九
九
二

年
に
は
、
連
邦
議
会
に
お
け
る
「
連
邦
解
消
法
」
の
可
決
に
よ
り
、
一
九
九
三
年
四
月
一
日
、
チ
ェ
コ
共
和
国
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和

国
と
に
分
離
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
旧
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
法
令
は
、
基
本
的
に
は
、

そ
の
ま
ま
、
両
共
和
国
に
継
受
さ
れ
て
い
る
（Bergm

ann/Ferid, Internationales Ehe- und K
indschaftsrecht, Slow

akische Re-

publik, 125. Lieferung, 1996, S.1.

）。
国
際
私
法
立
法
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
九
六
三
年
一
二
月
四
日
に
成
立
し
た
「
国
際
私
法
及
び

国
際
民
事
訴
訟
法
に
関
す
る
法
律
」（
一
九
六
四
年
四
月
一
日
施
行
）
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
同
法
律
は
、
当
時
、
相
当
に
精
緻
な
規
則
を

有
す
る
国
際
私
法
典
と
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
川
上
太
郎
『
国
際
私
法
の
国
際
的
法
典
化
』（
有
信
堂
、
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一
九
六
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
邦
訳
を
転
載
し
た
も
の
と
し
て
、
拙
編
訳
『
国
際
私
法
立
法
総
覧
』（
冨
山
房
、
一
九
八
九
年
）
二
〇
八
頁

以
下
参
照
。
尚
、
一
九
四
八
年
に
成
立
し
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
際
私
法
規
定
に
つ
い
て
は
、
桑
田
三
郎
「
一
九
四
八
年
・
チ
ェ
ッ
コ
ス
ロ

バ
キ
ア
国
際
私
法
規
定
」
法
学
新
報
六
〇
巻
四
号
五
六
頁
以
下
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
そ
れ
に
加
筆
、
転
載
し
た
も
の
と
し
て
、
川
上
太

郎
『
国
際
私
法
の
法
典
化
に
関
す
る
史
的
研
究
』（
有
信
堂
、
一
九
六
三
年
）
附
録
五
三
頁
以
下
が
あ
る
）。
同
法
律
も
ま
た
、
分
離
後
の
両
共

和
国
に
お
い
て
、
必
要
な
改
正
が
加
え
ら
れ
て
施
行
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
は
、
独
自
に
度
重
な
る

修
正
が
加
え
ら
れ
、
又
、
数
々
の
条
項
が
追
加
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
成
立
当
時
の
内
容
と
は
か
な
り
異
な
る
内
容
を
有
す
る
規
定
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
修
正
も
、
な
お
、
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
極
く
近
い
将
来
に
お
い

て
、
大
幅
な
改
正
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和

国
国
際
私
法
の
現
状
を
知
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
以
下
に
邦
訳
の
作
成
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
法
律
の
内
容
に
つ
い
て
少
し
く
言
及
す
れ
ば
、
現
代
国
際
私
法
の
基
本
原
則
と
な
っ
て
い
る
「
密
接
関
連
性
の
原
則
」
及
び
「
弱

者
利
益
の
保
護
」
は
、
必
ず
し
も
明
瞭
な
表
現
を
も
っ
て
規
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、「
情
況
が
実
質
的
関

連
性
を
有
す
る
国
の
法
律
」（
第
二
四
条
第
一
項
）
の
適
用
可
能
性
を
定
め
る
規
定
に
そ
れ
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
法

律
の
最
も
特
徴
的
で
あ
る
点
は
、
国
際
民
事
手
続
法
に
関
す
る
極
め
て
詳
細
な
諸
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

構
成
は
、
一
九
八
二
年
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
の
「
一
定
の
関
係
に
お
け
る
外
国
と
の
法
律
抵
触
の
解
決
に
関

す
る
法
律
」、
そ
れ
を
基
本
的
に
受
け
継
ぐ
二
〇
〇
七
年
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
の
「
国
際
私
法
に
関
す
る
法
律
」、
更
に
は
、

二
〇
〇
五
年
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
の
「
国
際
私
法
に
関
す
る
法
典
」
等
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

尚
、
邦
訳
に
お
い
て
依
拠
し
た
英
文
資
料
は
、
二
〇
〇
七
年
法
律
第
二
七
三
号
改
正
（
二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
施
行
）
ま
で
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
お
け
る
改
正
に
関
す
る
情
報
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
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二　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
国
際
私
法
の
邦
訳

国
際
私
法
及
び
国
際
手
続
規
則
に
関
す
る
法
律
集
に
関
す
る
法
令

（
一
九
九
三
年
一
二
月
四
日
法
律
第
九
七
号
）　　

一
九
六
九
年
法
律
第
一
五
八
号
改
正　

一
九
九
二
年
法
律
第
二
三
四
号
改
正　

一
九
九
二
年
法
律
第
二
六
四
号
改
正　

一
九
九
六
年
法
律
第
四
八
号
改
正　

二
〇
〇
三
年
法
律
第
五
八
九
号
改
正　

二
〇
〇
四
年
法
律
第
三
八
二
号
改
正　

二
〇
〇
五
年
法
律
第
三
六
号
改
正　

二
〇
〇
五
年
法
律
第
三
三
六
号
改
正　

二
〇
〇
七
年
法
律
第
二
七
三
号
改
正　

　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
国
民
議
会
は
、
次
の
法
令
を
可
決
し
た
。

導
入
規
定

第
一
条　

法
令
の
目
的

　

本
法
令
の
目
的
は
、
国
際
的
要
素
を
有
す
る
民
事
、
商
事
、
家
族
、
労
働
、
及
び
、
そ
の
他
の
匹
敵
す
る
関
係
を
支
配
す
る
法
律
を
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決
定
し
、
外
国
人
の
法
的
地
位
を
規
律
し
、
並
び
に
、
か
よ
う
な
関
係
の
規
律
、
及
び
、
か
よ
う
な
関
係
に
関
す
る
審
理
に
お
け
る
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
の
許
に
お
け
る
手
続
を
決
定
し
、
か
つ
、
そ
れ
に
よ
り
、
国
際
協
力
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
条　

国
際
条
約

　

本
法
令
の
諸
規
定
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
を
拘
束
す
る
国
際
条
約
、
又
は
、
施
行
立
法
が
別
段
に
定
め
て
い
な
い
と
き
に
の
み

適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
部　

法
律
の
抵
触
及
び
外
国
人
の
法
的
地
位
に
関
す
る
規
定

第
一
節　

法
律
の
抵
触

第
三
条　

法
律
能
力

⑴　

本
法
令
が
別
段
に
定
め
て
い
な
い
限
り
、
人
の
法
律
能
力
は
、
そ
の
者
の
国
籍
国
法
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

外
国
人
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
法
律
行
為
を
締
結
す
る
と
き
は
、
本
法
令
が
別
段
に
定
め
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
者

が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
の
下
に
法
律
能
力
を
有
す
る
を
も
っ
て
足
り
る
。

第
四
条　

法
律
行
為

　

関
係
の
合
理
的
な
規
律
の
た
め
、
別
段
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
か
、
又
は
、
別
段
に
求
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
法
律
行
為
の
有
効

性
、
及
び
、
そ
の
無
効
の
結
果
は
、
か
よ
う
な
行
為
の
効
果
を
支
配
す
る
と
同
一
の
法
律
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
但

し
、
行
為
の
方
式
に
関
し
て
は
、
契
約
を
支
配
す
る
法
律
が
、
そ
の
有
効
性
の
要
件
と
し
て
、
行
為
の
た
め
の
書
面
を
要
求
し
な
い
限

り
、
行
為
の
意
思
が
表
示
さ
れ
た
地
の
法
律
が
遵
守
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。
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物
権

第
五
条　

本
法
令
又
は
特
別
立
法
が
別
段
に
定
め
て
い
な
い
限
り
、
不
動
産
又
は
動
産
に
関
す
る
権
利
は
、
か
よ
う
な
物
が
所
在
し
て

い
る
地
の
法
律
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条　

動
産
に
関
す
る
権
利
の
成
立
及
び
消
滅
は
、
動
産
が
か
よ
う
な
権
利
を
成
立
又
は
消
滅
さ
せ
る
事
実
の
当
時
に
お
い
て
所
在

し
て
い
た
地
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
動
産
が
契
約
に
従
っ
て
運
送
さ
れ
る
と
き
、
か
よ
う
な
権
利
の
成
立
及

び
消
滅
は
、
か
よ
う
な
物
が
発
送
さ
れ
た
地
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条　

公
簿
へ
の
登
記
に
関
す
る
諸
規
定
で
あ
っ
て
、
不
動
産
の
所
在
地
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
登
記
さ
れ
た
権
利

の
成
立
、
消
滅
、
制
限
又
は
移
転
の
法
定
原
因
が
異
な
る
法
律
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

第
八
条　

取
得
時
効
は
物
が
時
効
期
間
の
開
始
に
お
い
て
所
在
し
て
い
た
地
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
取

得
時
効
に
よ
っ
て
か
よ
う
な
物
を
取
得
す
る
者
は
、
か
よ
う
な
取
得
が
完
成
さ
れ
た
国
の
法
律
の
下
に
お
け
る
す
べ
て
の
時
効
条
件

が
当
該
国
の
領
域
へ
の
物
の
移
転
後
に
満
た
さ
れ
た
と
き
、
当
該
国
の
法
律
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

契
約
及
び
不
法
行
為

第
九
条　

法
律
の
選
択

⑴　

契
約
当
事
者
は
、
特
定
の
立
法
が
別
段
に
定
め
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
相
互
の
財
産
関
係
を
支
配
す
る
法
律
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
諸
事
情
か
ら
、
そ
の
表
示
さ
れ
た
意
思
に
つ
い
て
疑
問
が
な
い
と
き
、
両
当
事
者
は
暗
黙
に
そ
れ
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

る
。

⑵　

契
約
当
事
者
の
表
示
さ
れ
た
意
思
が
別
段
に
指
示
し
て
い
な
い
限
り
、
選
択
さ
れ
た
法
律
の
抵
触
法
規
定
は
無
視
さ
れ
る
も
の
と
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す
る
。

⑶　

消
費
者
契
約
の
当
事
者
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
と
比
べ
て
よ
り
少
な
い
消
費
者
の
権
利
保
護
を
提
供
す
る
法
律
を
選
択
す
る
と
き
、

そ
れ
ら
の
者
の
関
係
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
〇
条

⑴　

当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
選
択
が
な
い
と
き
、
そ
の
契
約
関
係
は
、
適
用
が
当
面
の
関
係
の
合
理
的
な
規
律
に
適
合
す
る
法
律
に

依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

そ
の
た
め
、
特
定
の
立
法
が
別
段
に
定
め
て
い
な
い
限
り
、
次
に
掲
げ
る
原
則
が
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

売
買
契
約
及
び
請
負
契
約
は
、
売
主
又
は
請
負
人
が
、
契
約
締
結
当
時
、
そ
の
本
拠
（
居
所
）
を
有
す
る
地
の
法
律
に
依
っ
て

支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

⒝　

不
動
産
に
関
す
る
契
約
は
、
不
動
産
が
所
在
す
る
地
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

⒞　

運
送
契
約
（
運
送
契
約
、
発
送
契
約
、
そ
の
他
）
は
、
契
約
締
結
当
時
、
運
送
取
扱
人
又
は
発
送
人
が
そ
の
本
拠
又
は
居
所
を
有

し
た
地
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

⒟　

不
動
産
保
険
に
関
す
る
契
約
を
含
め
、
保
険
契
約
は
、
契
約
締
結
当
時
、
保
険
者
が
本
拠
（
居
所
）
を
有
し
た
地
の
法
律
に

依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

⒠　

委
任
契
約
及
び
類
似
の
契
約
は
、
契
約
締
結
当
時
、
委
任
を
遂
行
す
る
者
が
そ
の
本
拠
（
居
所
）
を
有
し
た
地
の
法
律
に
依
っ

て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

⒡　

代
理
店
契
約
及
び
仲
介
契
約
は
、
契
約
締
結
当
時
、
代
理
人
又
は
仲
介
人
が
代
わ
っ
て
行
為
す
る
者
が
そ
の
本
拠
（
居
所
）
を

有
し
た
地
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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⒢　

多
辺
的
商
品
交
換
取
引
を
含
む
契
約
は
、
適
用
が
相
互
関
係
の
全
体
的
規
律
に
最
も
適
す
る
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

⑶　

そ
の
他
の
契
約
は
、
一
般
に
、
特
定
の
立
法
が
別
段
に
定
め
て
い
な
い
限
り
、
当
事
者
双
方
が
そ
の
本
拠
（
居
所
）
を
有
す
る
国

の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
そ
れ
ら
の
者
の
本
拠
（
居
所
）
が
同
一
国
に
所
在
せ
ず
、
か
つ
、
契
約
が
当
事
者
双

方
の
立
会
い
の
下
に
締
結
さ
れ
た
と
き
、
契
約
は
そ
れ
が
締
結
さ
れ
た
地
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
契
約
が
不

在
の
当
事
者
間
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
は
、
申
込
を
承
諾
す
る
当
事
者
の
本
拠
（
居
所
）
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ

れ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
一
条　

第
九
条
及
び
第
一
〇
条
の
適
用
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
法
律
は
、
当
事
者
の
意
思
又
は
事
物
の
性
質
が
別
段
に
指
示
し
な

い
限
り
、
そ
の
契
約
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
義
務
の
変
更
、
保
証
及
び
不
履
行
の
結
果
へ
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
二
条　

動
産
に
関
し
て
は
、
第
九
条
な
い
し
第
一
一
条
の
適
用
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
法
律
が
、
当
事
者
間
の
関
係
に
関
し
、
次

に
掲
げ
る
諸
問
題
を
も
支
配
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

物
を
処
分
す
る
権
利
が
取
得
者
へ
移
転
す
る
時
期

　

⒝　

取
得
者
が
譲
渡
さ
れ
た
物
の
産
物
及
び
果
実
に
対
す
る
権
利
を
取
得
す
る
時
期

　

⒞　

譲
渡
さ
れ
た
物
に
対
す
る
損
害
の
危
険
が
取
得
者
へ
移
転
す
る
時
期

　

⒟　

譲
渡
さ
れ
た
物
と
の
関
連
に
お
い
て
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
の
賠
償
請
求
権
が
取
得
者
へ
移
転
す
る
時
期

　

⒠　

譲
渡
さ
れ
た
物
の
所
有
権
の
留
保

第
一
三
条

⑴　

債
務
に
関
す
る
権
利
の
消
滅
時
効
は
、
債
務
自
体
の
準
拠
法
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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⑵　

請
求
権
の
相
殺
は
、
当
該
法
律
関
係
の
合
理
的
な
規
律
の
配
慮
が
別
段
の
要
求
を
し
な
い
限
り
、
相
殺
さ
れ
る
べ
き
請
求
権
の
準

拠
法
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
四
条　

一
方
的
法
律
行
為
か
ら
生
じ
る
法
律
関
係
は
、
債
務
者
の
居
所
（
本
拠
）
の
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

第
一
五
条　

不
法
行
為
の
請
求
権
は
、
損
害
又
は
侵
害
事
実
が
発
生
し
た
地
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

労
働
法

第
一
六
条

⑴　

個
人
的
労
働
契
約
か
ら
生
じ
る
関
係
は
、
当
事
者
が
別
段
に
合
意
し
な
い
限
り
、
労
働
者
が
労
働
す
る
地
の
法
律
に
依
っ
て
支
配

さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
労
働
者
が
、
他
国
に
本
拠
を
有
す
る
団
体
と
の
労
働
契
約
の
下
に
、
一
国
に
お
い
て
労
働
す
る
と
き

は
、
労
働
者
が
、
そ
の
者
が
労
働
す
る
国
に
そ
の
居
所
を
有
し
な
い
限
り
、
団
体
の
本
拠
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

輸
送
労
働
者
の
雇
傭
関
係
は
、
鉄
道
又
は
道
路
輸
送
の
場
合
に
は
、
使
用
者
の
本
拠
の
法
律
に
依
り
、
又
、
河
川
及
び
航
空
輸
送

の
場
合
に
は
、
登
録
地
の
法
律
に
依
り
、
又
、
海
上
輸
送
の
場
合
に
は
、
そ
の
国
旗
の
下
に
輸
送
が
行
な
わ
れ
る
国
の
法
律
に
依
っ

て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

相
続
法

第
一
七
条　

相
続
は
、
死
亡
者
が
そ
の
死
亡
時
に
国
民
で
あ
っ
た
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
八
条

⑴　

遺
言
を
作
成
又
は
取
り
消
す
能
力
、
並
び
に
、
意
思
及
び
そ
の
表
示
の
瑕
疵
の
効
果
は
、
死
亡
者
が
そ
の
意
思
を
表
示
し
た
当
時

国
民
で
あ
っ
た
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
同
一
の
法
律
は
、
他
の
何
れ
の
死
因
処
分
の
方
式
が
許
容
さ
れ
る
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か
の
決
定
へ
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

遺
言
の
方
式
は
、
死
亡
者
が
そ
の
遺
言
を
作
成
し
た
当
時
国
民
で
あ
っ
た
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
但

し
、
遺
言
が
作
成
さ
れ
た
領
域
が
属
す
る
国
の
法
律
が
遵
守
さ
れ
て
い
た
と
き
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
足
り
る
。
同
一
の
法
律
は
、
遺

言
の
取
消
の
方
式
へ
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

家
族
法

夫
婦
間
の
関
係

第
一
九
条　

人
の
婚
姻
締
結
能
力
及
び
そ
の
成
立
要
件
は
、
そ
の
者
の
国
籍
が
帰
属
す
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

第
二
〇
条　

婚
姻
挙
行
の
方
式
は
、
婚
姻
が
挙
行
さ
れ
る
地
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
〇
ａ
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
に
よ
り
、
外
国
に
お
い
て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
の
官
庁
以
外
の
官
庁
の
許
に
締
結
さ
れ
た
婚

姻
で
あ
っ
て
、
正
当
に
許
可
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
が
締
結
さ
れ
た
国
に
お
い
て
有
効
で
あ
り
、
か
つ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
実
体
法
の

下
に
お
い
て
婚
姻
締
結
を
排
除
す
る
情
況
が
存
在
し
な
い
と
き
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
有
効
と
す
る
。
夫
婦
の
一
方

が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
な
い
と
き
、
そ
の
者
の
婚
姻
締
結
能
力
は
、
そ
の
者
が
国
民
で
あ
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
。

第
二
一
条

⑴　

夫
婦
の
身
分
関
係
及
び
財
産
関
係
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
共
通
国
籍
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
夫
婦
が
異
な

る
国
籍
を
有
す
る
と
き
、
か
よ
う
な
関
係
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

夫
婦
財
産
制
に
関
す
る
合
意
は
、
合
意
が
締
結
さ
れ
た
当
時
に
お
け
る
夫
婦
の
財
産
関
係
の
準
拠
法
の
下
に
決
定
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。
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第
二
二
条

⑴　

離
婚
は
、
離
婚
手
続
が
開
始
さ
れ
る
当
時
に
お
け
る
夫
婦
の
共
通
国
籍
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
夫
婦
が

異
な
る
国
籍
を
有
す
る
と
き
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

第
一
項
の
規
定
の
下
に
、
離
婚
を
許
さ
な
い
か
、
又
は
、
非
常
に
厳
格
な
条
件
の
下
に
そ
れ
を
許
容
す
る
外
国
法
が
適
用
さ
れ
る

べ
き
と
き
は
、
夫
婦
の
双
方
又
は
少
な
く
と
も
そ
の
一
方
が
長
期
間
に
亘
っ
て
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
住
し
て
い
る
限
り
、
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑶　

上
記
の
諸
規
定
は
、
婚
姻
無
効
、
又
は
、
婚
姻
が
存
在
す
る
か
否
か
の
確
認
へ
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

親
子
間
の
関
係

第
二
三
条

⑴　

父
子
関
係
の
成
立
（
そ
の
確
定
ま
た
は
否
認
）
は
、
子
が
出
生
に
よ
っ
て
取
得
し
た
国
籍
が
帰
属
す
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配

さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

子
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
住
す
る
と
き
、
父
子
関
係
は
、
そ
れ
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
の
適
用
に
お
い
て
成
立
（
確
定
又
は

否
認
）
さ
れ
る
こ
と
が
子
の
最
良
の
利
益
と
な
る
限
り
、
成
立
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

父
子
関
係
の
認
知
が
有
効
た
る
た
め
、
そ
れ
が
認
知
国
の
法
律
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
足
り
る
。

第
二
四
条

⑴　

親
の
責
任
の
権
能
又
は
消
滅
を
含
め
、
親
子
間
に
お
け
る
関
係
は
、
子
の
常
居
所
が
あ
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。
子
の
人
身
又
は
財
産
の
保
護
が
強
く
求
め
ら
れ
る
限
り
、
裁
判
所
は
、
例
外
的
に
、
情
況
が
実
質
的
関
連
性
を
有
す
る
別

の
国
家
の
法
律
を
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑵　

子
の
従
前
の
常
居
所
が
あ
る
国
の
法
律
の
下
に
取
得
さ
れ
た
親
の
責
任
は
、
子
の
常
居
所
の
変
更
後
に
お
い
て
も
変
更
さ
れ
な
い

ま
ま
と
す
る
。
但
し
、
両
親
の
一
方
が
、
そ
の
者
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
の
下
に
有
す
る
こ
と
と
な
る
親
の
責
任
を
取
得
し
な
い
と

き
、
そ
の
者
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
が
子
の
常
居
所
地
と
な
る
当
時
に
お
け
る
責
任
を
取
得
す
る
も
の
と
す
る
。

⑶　

親
の
責
任
の
行
使
は
、
子
の
常
居
所
の
あ
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑷　

本
規
定
の
た
め
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
は
、
未
成
年
の
避
難
者
、
及
び
、
そ
の
者
の
国
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
乱
の
た
め
に
、

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
の
領
域
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
た
子
、
並
び
に
、
常
居
所
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
の
常
居
所
地
と
見

做
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
四
ａ
条　

両
親
の
そ
の
子
に
対
す
る
扶
養
義
務
は
、
子
の
常
居
所
が
あ
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
他
の

扶
養
義
務
は
、
扶
養
権
利
者
の
居
所
が
あ
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
五
条

⑴　

婚
姻
し
て
い
な
い
母
に
よ
る
子
の
父
に
対
す
る
請
求
は
、
そ
の
者
が
子
の
出
生
当
時
国
民
で
あ
っ
た
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ

れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

外
国
人
た
る
母
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
住
し
て
お
り
、
か
つ
、
子
の
父
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
で
あ
る
と
き
、
母
に
よ
る
請

求
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
六
条

⑴　

養
子
縁
組
は
養
親
が
国
民
で
あ
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

養
子
を
す
る
夫
婦
が
異
な
る
国
籍
を
有
す
る
と
き
は
、
双
方
の
本
国
法
上
の
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
要
件
が
充
足
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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⑶　

第
一
項
及
び
第
二
項
の
下
に
、
養
子
縁
組
を
許
さ
な
い
か
、
又
は
、
非
常
に
厳
格
な
条
件
の
下
に
お
い
て
そ
れ
を
許
容
す
る
外
国

法
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
と
き
、
養
親
の
双
方
又
は
少
く
と
も
養
親
た
る
夫
婦
の
一
方
が
長
期
間
に
亘
っ
て
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に

居
住
し
て
い
る
限
り
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
六
ａ
条　

将
来
の
養
親
の
養
子
縁
組
前
監
護
へ
の
子
の
配
置
は
、
子
の
常
居
所
が
あ
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。

第
二
七
条　

養
子
縁
組
又
は
類
似
の
関
係
の
創
設
の
た
め
、
子
若
し
く
は
そ
の
他
の
者
又
は
官
庁
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
る
か
否
か
の

問
題
は
、
子
の
国
籍
が
帰
属
す
る
国
の
法
律
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

後
見

第
二
八
条　

未
成
年
者
に
対
す
る
後
見
の
開
始
又
は
終
了
の
要
件
は
、
未
成
年
者
の
常
居
所
が
あ
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。
後
見
は
、
原
則
と
し
て
、
未
成
年
者
の
身
上
、
及
び
、
所
在
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
財
産
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

第
二
九
条　

未
成
年
者
に
対
す
る
後
見
を
承
諾
し
、
か
つ
、
遂
行
す
る
義
務
は
、
後
見
人
の
国
籍
が
帰
属
す
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支

配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
〇
条　

後
見
人
と
未
成
年
者
と
の
間
に
お
け
る
法
律
関
係
は
、
後
見
裁
判
所
又
は
官
庁
が
所
在
す
る
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ

れ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
一
条　

未
成
年
者
に
対
す
る
後
見
に
関
す
る
前
諸
規
定
は
、
行
為
無
能
力
の
成
年
者
に
対
す
る
後
見
の
よ
う
な
類
似
の
保
護
手
段

へ
、
必
要
に
よ
り
、
修
正
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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第
二
節　

外
国
人
の
地
位

第
三
二
条

⑴　

外
国
人
は
、
本
法
令
又
は
特
別
立
法
が
別
段
に
定
め
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
身
分
上
及
び
財
産
上
の
権
利
の
範
囲
に
お
い
て
、
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
と
同
等
の
権
利
及
び
義
務
を
享
受
す
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

他
国
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
を
そ
れ
自
身
の
国
民
と
別
異
に
取
り
扱
う
と
き
、
外
務
大
臣
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
権
限
を
有
す
る

官
庁
と
合
意
し
て
、
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

第
一
項
お
よ
び
第
二
項
の
諸
規
定
は
、
財
産
関
係
に
関
し
、
法
人
へ
、
必
要
に
よ
り
、
修
正
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
三
条　

二
重
国
籍
及
び
不
確
定
国
籍

⑴　

人
が
、
関
連
当
時
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
籍
を
有
し
、
か
つ
、
他
国
も
か
よ
う
な
者
を
そ
の
国
民
で
あ
る
と
考
え
る
と
き
、
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
国
籍
を
決
定
的
と
す
る
。

⑵　

人
が
、
関
連
当
時
、
幾
つ
か
の
外
国
の
国
籍
を
有
す
る
と
き
は
、
最
後
に
取
得
さ
れ
た
国
籍
を
決
定
的
と
す
る
。

⑶　

関
連
当
時
、
如
何
な
る
国
籍
も
有
し
な
い
か
、
又
は
、
国
籍
若
し
く
は
最
後
に
取
得
し
た
国
籍
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

者
は
、
そ
の
者
が
、
関
連
当
時
、
そ
の
居
所
を
有
し
て
い
た
国
の
国
民
と
し
て
、
又
、
こ
れ
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
そ
の
者
が
住
ん
で
い
た
国
の
国
民
と
し
て
見
做
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
後
者
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
そ
の
者

は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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第
三
節　

総
則

第
三
四
条　

法
体
系

　

幾
つ
か
の
法
体
系
を
有
す
る
国
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
き
、
当
該
国
の
法
律
が
、
何
れ
の
特
定
の
法
体
系
が
適
用
さ

れ
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
五
条　

反
致

　

本
法
令
の
諸
規
定
の
下
に
、
外
国
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の
諸
規
定
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
の
適
用
へ
反
対
に
送

致
す
る
か
、
又
は
、
第
三
国
の
法
律
へ
送
致
す
る
と
き
、
か
よ
う
な
送
致
は
、
そ
れ
が
当
該
関
係
の
合
理
的
か
つ
正
当
な
規
律
と
適
合

す
る
と
き
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
六
条　

公
の
秩
序

　

他
国
の
法
律
規
定
は
、
か
よ
う
な
適
用
の
結
果
が
、
留
保
な
く
従
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
の
社
会
制
度
及

び
統
治
制
度
、
並
び
に
、
そ
の
法
律
制
度
の
諸
原
則
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
、
適
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
部　

国
際
手
続
法

第
一
節　

裁
判
管
轄
権

第
三
七
条　

財
産
事
項
に
関
す
る
裁
判
権

　

以
下
の
諸
規
定
が
別
段
に
定
め
て
い
な
い
限
り
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
被
告
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
そ
の
居
所
若
し
く
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は
本
拠
を
有
す
る
と
き
、
又
は
、
財
産
権
が
関
係
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
が
そ
こ
に
財
産
を
有
す
る
と
き
、
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も

の
と
す
る
。

第
三
七
ａ
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
も
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

訴
訟
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
の
居
所
を
有
す
る
被
用
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
と
き
は
、
個
人
の
雇
用
契
約
に
関
す
る
事
件

　

⒝　

訴
訟
が
、
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
又
は
受
取
人
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
か
つ
、
被
告
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
所
若
し

く
は
所
在
地
を
有
す
る
と
き
は
、
保
険
契
約
に
関
す
る
事
件

　

⒞　

訴
訟
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
所
若
し
く
は
所
在
地
を
有
す
る
消
費
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
と
き
は
、
消
費
者
契
約
に

関
す
る
事
件

　

⒟　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
、
商
品
が
配
達
さ
れ
た
か
、
若
し
く
は
、
配
達
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
、
又
は
、
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
た
か
、
若
し
く
は
、
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
は
、
他
の
契
約
に
関
す
る
事
件
。
履
行
地
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
共
和
国
に
あ
っ
た
か
、
若
し
く
は
、
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
は
、
他
の
全
て
の
事
件

第
三
七
ｂ
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
も
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

加
害
的
事
実
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
発
生
し
た
か
、
又
は
、
発
生
し
え
た
と
き
は
、
不
正
行
為
、
不
法
行
為
又
は

準
不
法
行
為
に
関
す
る
事
件

　

⒝　

起
訴
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
官
庁
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
き
は
、
刑
事
犯
罪
か
ら
生
じ
る
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
請
求

　

⒞　

法
人
の
支
店
、
代
理
店
又
は
他
の
施
設
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
所
在
す
る
と
き
は
、
そ
の
支
店
、
代
理
店
又
は
他
の
施
設

の
活
動
か
ら
生
じ
る
争
訟

第
三
七
ｃ
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
、
当
事
者
の
手
続
へ
の
行
動
に
よ
っ
て
も
、
対
人
裁
判
管
轄
権
を
設
定
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⒜　

請
求
が
、
和
解
で
き
な
い
判
決
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
当
事
者
を
共
に
聴
聞
及
び
審
査
す
る
こ
と
が
必
要
な
ま
で
に
密
接

に
関
連
し
て
い
る
と
き

　

⒝　

本
訴
が
基
づ
い
た
同
一
の
事
実
か
ら
生
じ
る
反
訴
に
関
し
、
か
つ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
が
本
訴
に
つ
い
て
裁
判
管
轄
権
を

有
す
る
と
き

第
三
七
ｄ
条　

専
属
的
裁
判
管
轄
権

　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
専
属
的
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

不
動
産
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
所
在
す
る
と
き
は
、
訴
訟
の
目
的
と
し
て
、
不
動
産
又
は
不
動
産
の
賃
貸
借
に
お
け
る
対

物
権
を
有
す
る
訴
訟
で
あ
る
場
合

　

⒝　

寄
託
若
し
く
は
登
録
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
申
請
さ
れ
た
か
、
若
し
く
は
、
行
な
わ
れ
た
か
、
又
は
、
国
際
法
の

下
に
、
そ
こ
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
と
見
做
さ
れ
る
と
き
は
、
登
録
若
し
く
は
寄
託
さ
れ
る
こ
と
を
申
請
さ
れ
た
特
許
、
商
標
、

意
匠
、
若
し
く
は
、
他
の
同
様
な
権
利
と
関
係
す
る
訴
訟
で
あ
る
場
合

第
三
七
ｅ
条　

裁
判
管
轄
権
の
停
止

⑴　

契
約
又
は
不
正
行
為
（
不
法
行
為
又
は
準
不
法
行
為
）
か
ら
生
じ
る
争
訟
に
対
す
る
裁
判
所
の
裁
判
管
轄
権
は
、
当
事
者
に
よ
っ
て

設
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
に
よ
っ
て
別
段
に
合
意
さ
れ
な
い
限
り
、
か
よ
う
な
裁
判
管
轄
権
は
専
属
的
で
あ
る
も
の
と

す
る
。
第
三
七
ｄ
条
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
権
を
与
え
る
合
意
は
、
無
効
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

当
事
者
が
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
が
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
合
意
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
者
は
、
合
意
に
よ
り
、
裁

判
所
の
事
物
裁
判
管
轄
権
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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⑶　

裁
判
管
轄
権
を
与
え
る
合
意
は
、
書
面
に
依
る
か
、
又
は
、
書
面
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
そ
れ
が
国
際
取
引
又
は

商
取
引
に
お
け
る
契
約
に
関
す
る
と
き
は
、
か
よ
う
な
取
引
又
は
商
取
引
に
お
け
る
通
常
の
実
務
に
適
合
す
る
様
式
、
及
び
、
関
係

す
る
類
型
の
契
約
に
つ
い
て
、
当
事
者
に
よ
り
、
規
則
的
に
遵
守
さ
れ
る
様
式
の
下
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。

⑷　

当
事
者
の
一
方
の
た
め
の
み
の
裁
判
管
轄
権
を
与
え
る
合
意
は
、
そ
の
当
事
者
の
異
な
る
裁
判
所
へ
訴
訟
を
提
起
す
る
権
利
を
侵

害
し
な
い
も
の
と
す
る
。

⑸　

雇
用
、
保
証
及
び
消
費
者
契
約
の
個
々
の
契
約
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
管
轄
権
を
与
え
る
合
意
は
、
そ
れ
が
、
原
告
の

居
所
の
あ
る
国
の
裁
判
所
の
裁
判
管
轄
権
を
排
除
し
な
い
か
、
又
は
、
そ
れ
が
、
争
訟
の
発
生
後
に
行
な
わ
れ
た
と
き
に
の
み
、
有

効
な
も
の
と
す
る
。

⑹　

合
意
が
外
国
裁
判
所
へ
専
属
的
裁
判
管
轄
権
を
与
え
る
と
き
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
そ
れ
に
拘
わ
ら
ず
、
選
択
さ
れ
た
裁

判
所
が
そ
の
裁
判
管
轄
権
の
行
使
を
辞
退
し
た
と
き
、
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
七
ｆ
条

⑴　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
が
事
件
の
実
体
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権
を
有
し
な
い
と
き
、
そ
れ
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
、
当
事
者
に
よ

る
申
立
て
に
基
づ
き
、
暫
定
的
措
置
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

か
よ
う
な
暫
定
的
措
置
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
の
み
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

婚
姻
関
係
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
権

第
三
八
条

⑴　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
婚
姻
関
係
事
件
（
離
婚
、
婚
姻
の
無
効
、
又
は
、
婚
姻
が
存
在
す
る
か
否
か
の
決
定
）
に
つ
い
て
、
夫
婦

の
少
な
く
と
も
一
方
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
あ
る
と
き
、
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
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⑵　

夫
婦
の
何
れ
も
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
な
い
と
き
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
、
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も

の
と
す
る
。

　

⒜　

夫
婦
の
少
な
く
と
も
一
方
が
そ
こ
に
居
住
し
、
か
つ
、
判
決
が
夫
婦
双
方
の
本
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
、
又
は
、

　

⒝　

夫
婦
の
少
な
く
と
も
一
方
が
、
相
当
の
期
間
に
亘
っ
て
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
住
し
た
と
き
、
又
は
、

　

⒞　

婚
姻
無
効
の
か
よ
う
な
基
礎
が
、
婚
姻
が
、
そ
の
無
効
を
求
め
る
申
立
が
な
く
と
も
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
の
下
に
無
効
と
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
関
係
し
て
い
る
な
ら
ば
、
夫
婦
双
方
が
そ
こ
に
生
活
す
る
と
き

第
三
八
ａ
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
扶
養
権
利
者
又
は
扶
養
義
務
者
の
何
れ
か
一
方
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
そ
の
居
所
又

は
常
居
所
を
有
す
る
と
き
、
扶
養
義
務
事
件
に
つ
い
て
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
九
条

⑴　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
未
成
年
者
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
か
、
又
は
、
そ
の
常
居
所
が
確
定
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
未
成
年
者
に
関
す
る
親
の
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
、
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
避
難
民
た
る
子
、
又
は
、
そ
の
者
の
国
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
乱
の
た
め
、
国
際
的
に
移
住
さ
せ
ら

れ
て
、
現
に
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
い
る
子
に
関
す
る
親
の
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

⑶　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
が
親
の
責
任
の
実
体
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権
を
有
し
な
い
と
き
、
そ
れ
は
、
子
の
身
上
及
び
財
産
の
保
護

に
必
要
な
措
置
の
み
を
講
じ
る
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
れ
に
つ
き
、
子
の
常
居
所
の
あ
る
国
の
権
限
を
有
す
る
官
庁
へ
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
か
よ
う
な
措
置
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
実
体
法
規
定
を
適
用
し
て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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⑷　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
婚
姻
関
係
事
件
手
続
に
お
い
て
、
夫
婦
の
共
通
の
子
に
関
す
る
そ
れ
ら
の

者
の
親
の
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

子
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
場
合
、
又
は
、

　

⒝�　

夫
婦
の
少
な
く
と
も
一
方
が
そ
の
子
に
関
す
る
親
の
責
任
を
有
し
、
裁
判
所
の
裁
判
管
轄
権
が
夫
婦
に
よ
っ
て
受
け
容
れ
ら

れ
、
か
つ
、
か
よ
う
な
裁
判
管
轄
権
の
実
行
が
子
の
た
め
に
最
良
で
あ
る
場
合

第
四
〇
条　

親
子
関
係
の
成
立
（
確
定
又
は
否
認
）
の
申
立
は
、
被
告
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
け
る
一
般
的
裁
判
管
轄
権
の
裁

判
所
を
有
し
な
い
と
き
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
け
る
申
立
人
の
一
般
的
裁
判
管
轄
権
の
裁
判
所
へ
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
申
立
人
も
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
け
る
一
般
的
裁
判
管
轄
権
の
裁
判
所
を
有
し
な
い
が
、
両
親
の
一
方
又
は
子
が
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
あ
る
と
き
、
申
立
は
、
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
裁
判
所
へ
提
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
一
条

⑴　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
養
子
縁
組
に
関
し
、
養
親
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
あ
る
と
き
、
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す

る
。
養
親
が
夫
婦
で
あ
る
と
き
は
、
夫
婦
の
一
方
の
み
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
あ
り
、
か
つ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
住
し

て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。

⑵　

養
親
も
、
養
子
を
行
な
う
夫
婦
の
何
れ
も
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
な
い
と
き
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
と

き
、
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

養
親
又
は
養
子
を
行
な
う
夫
婦
の
少
な
く
と
も
一
方
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
住
し
、
か
つ
、
裁
判
所
の
判
決
が
、
養
親

又
は
養
子
を
行
な
う
夫
婦
の
本
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
又
は
、

　

⒝　

養
親
又
は
養
子
を
行
な
う
夫
婦
の
少
な
く
と
も
一
方
が
相
当
の
期
間
に
亘
っ
て
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
住
し
て
い
た
と
き
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第
四
一
ａ
条

⑴　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
で
あ
る
子
、
及
び
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
子
の
養
子
縁
組
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁

判
所
に
よ
っ
て
の
み
言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
裁
判
所
が
、
未
成
年
の
子
を
将
来
の
養
親
の
世
話
に
配
置
す
る
決
定
を
し
た
と
き
は
、
判
決
言
渡
し

時
に
、
子
が
既
に
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
そ
の
常
居
所
を
有
し
な
い
状
況
に
お
い
て
も
、
養
子
縁
組
を
言
い
渡
す
管
轄
権
を
有
す

る
。

第
四
二
条　

法
律
能
力
及
び
後
見
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権

⑴　

法
的
能
力
の
制
限
又
は
剝
奪
及
び
後
見
に
関
し
て
は
、
人
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
と
き
、
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
裁
判
所
は
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
が
第
一
項
の
下
に
裁
判
管
轄
権
を
有
し
な
い
と
き
、
そ
れ
は
身
上
又
は
そ
の
者
の
財
産
の
保
護
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
の
み
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
常
居
所
が
あ
る
国
の
権
限
を
有
す
る
官
庁
へ
そ
の
措
置
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

か
よ
う
な
措
置
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
に
よ
り
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
実
体
法
の
諸
規
定
を
適
用
し
て
講
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
三
条　

死
亡
宣
告
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権

⑴　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
行
方
不
明
の
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
へ
死
亡
を
宣
告
す
る
専
属
的
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
永
住
す
る
者
及
び
そ
こ
に
所
在
す
る
財
産
に
制
限
さ
れ
た
法
律
効
果
を

も
っ
て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
実
体
法
を
適
用
し
て
、
行
方
不
明
の
外
国
国
民
へ
死
亡
を
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
続
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権

第
四
四
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
死
亡
者
が
そ
の
死
亡
当
時
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
あ
っ
た
と
き
、
常
に
、
相
続
に
関
す
る
裁
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判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
外
国
に
所
在
す
る
財
産
に
関
し
て
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
か
よ
う
な
財
産
が

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
官
庁
へ
放
棄
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
又
は
、
他
国
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
司
法
官
庁
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
か
よ
う
な

判
決
の
法
律
効
果
を
承
認
す
る
と
き
に
の
み
、
そ
の
事
件
に
お
い
て
手
続
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

第
四
五
条

⑴　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
所
在
す
る
遺
産
に
関
係
す
る
外
国
国
民
の
相
続
事
件

に
お
い
て
手
続
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

死
亡
者
の
国
籍
の
国
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
へ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
の
財
産
を
放
棄
も
せ
ず
、
そ
の
判
決
の
法
律
効
果
を
承

認
も
し
な
い
か
、
又
は
、
そ
の
国
が
遺
産
を
贈
与
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
か
、
若
し
く
は
、
応
じ
な
い
と
き
、
又
は
、

　

⒝　

死
亡
者
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
そ
の
居
所
を
有
し
、
か
つ
、
そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
相
続
人
が
そ
の
よ
う
に
請
求
す
る
と

き

　

⒞　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
所
在
す
る
不
動
産
が
関
係
す
る
す
べ
て
の
場
合

⑵　

そ
の
他
の
す
べ
て
の
場
合
に
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
外
国
国
民
の
遺
産
の
保
護
に
必
要
な
措
置
の
み
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

第
四
六
条　

文
書
の
無
効
化
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権

　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
外
国
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
文
書
の
無
効
化
が
、
事
件
の
性
質
に
よ
り
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お

い
て
法
律
効
果
を
生
じ
う
る
と
き
に
の
み
、
か
よ
う
に
無
効
化
す
る
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
七
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
の
裁
判
管
轄
権
の
免
除

⑴　

国
際
条
約
若
し
く
は
他
の
国
際
法
上
の
規
則
、
又
は
、
特
定
の
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
立
法
の
下
に
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
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免
責
特
権
を
享
受
す
る
外
国
及
び
外
国
人
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
の
裁
判
管
轄
権
に
服
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

⑵　

第
一
項
の
規
定
は
、
文
書
の
送
達
、
証
人
と
し
て
の
前
述
の
者
の
召
喚
状
、
判
決
の
執
行
、
並
び
に
、
他
の
手
続
上
の
行
為
へ
も

適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑶　

但
し
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
、
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

訴
訟
の
目
的
が
、
第
一
項
に
特
定
さ
れ
た
国
若
し
く
は
者
の
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
所
在
す
る
不
動
産
で
あ
る
か
、
又
は
、

他
の
者
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
た
か
よ
う
な
不
動
産
に
関
す
る
そ
れ
ら
の
者
の
権
利
、
並
び
に
、
訴
訟
の
目
的
が
賃
貸
料
の
支
払
い

で
な
い
限
り
、
か
よ
う
な
不
動
産
の
賃
貸
借
か
ら
生
じ
る
そ
れ
ら
の
者
の
権
利
で
あ
る
と
き

　

⒝　

訴
訟
の
目
的
が
、
第
一
項
に
特
定
さ
れ
た
者
が
そ
の
公
式
な
資
格
に
お
い
て
で
は
な
く
出
現
す
る
相
続
で
あ
る
と
き

　

⒞　

訴
訟
の
目
的
が
、
第
一
項
に
特
定
さ
れ
た
者
が
そ
の
公
的
な
資
格
の
範
囲
外
に
お
い
て
遂
行
す
る
雇
用
又
は
商
業
活
動
の
実
行

に
関
係
す
る
と
き

　

⒟　

第
一
項
に
特
定
さ
れ
た
国
又
は
者
が
自
発
的
に
そ
の
裁
判
管
轄
権
に
服
す
る
と
き

⑷　

第
三
項
に
特
定
さ
れ
た
事
件
に
お
け
る
文
書
の
送
達
は
、
外
務
省
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
送
達
が
か
よ
う
に
遂
行

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
裁
判
所
は
、
文
書
の
受
領
の
た
め
、
又
は
、
場
合
に
よ
り
、
権
利
の
防
御
の
た
め
、
保
管
者
を
任

命
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節　

手
続
に
関
す
る
規
定

第
四
八
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
当
事
者
が
、
手
続
に
お
い
て
、
そ
の
権
利
の
主
張
に
関
し
て
同
等
の
地
位
を
有
す

る
こ
と
と
な
る
限
り
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
手
続
規
則
を
適
用
し
て
手
続
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。
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手
続
に
お
け
る
外
国
人
の
地
位

第
四
九
条　

外
国
国
民
の
訴
訟
を
提
起
す
る
能
力
及
び
提
起
さ
れ
る
能
力
は
、
そ
の
者
の
国
籍
国
の
法
律
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。
但
し
、
そ
の
者
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
の
下
に
か
よ
う
な
能
力
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
足
り
る
も
の
と
す
る
。

第
五
〇
条　

相
互
に
保
証
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
外
国
国
民
は
訴
訟
費
用
及
び
預
託
金
の
免
除
、
並
び
に
、
無
償
に
て
、
そ
の
者
の

利
益
保
護
の
た
め
の
代
理
人
の
任
命
の
権
利
を
付
与
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
一
条

⑴　

裁
判
所
は
、
被
告
の
申
立
に
依
り
、
財
産
上
の
請
求
権
に
関
す
る
判
決
を
求
め
る
外
国
国
民
に
対
し
、
そ
の
者
が
所
定
の
期
間
内

に
訴
訟
費
用
の
支
払
の
た
め
の
担
保
を
供
与
し
な
い
な
ら
ば
、
裁
判
所
が
被
告
の
意
思
に
反
し
て
手
続
を
継
続
せ
ず
、
か
つ
、
そ
れ

を
停
止
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
か
よ
う
な
担
保
を
供
与
す
る
こ
と
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

次
に
掲
げ
る
と
き
、
担
保
の
預
託
は
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

⒜　

被
告
が
、
原
告
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
な
い
こ
と
、
又
は
、
そ
の
者
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
籍
を
喪
失
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
預
託
の
申
立
が
、
被
告
が
事
件
に
お
い
て
行
為
し
た
か
、
又
は
、
手
続
上
の
申
立
を
行
な
っ
た
後
に
提

出
さ
れ
た
と
き

　

⒝　

原
告
の
国
籍
国
に
お
い
て
、
担
保
が
相
応
す
る
事
件
に
お
い
て
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
に
請
求
さ
れ
な
い
と
き

　

⒞　

原
告
が
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
、
訴
訟
に
お
い
て
被
告
に
よ
っ
て
蒙
ら
れ
る
べ
き
費
用
を
賄
う
に
十
分
な
不
動
産

を
所
有
す
る
と
き

　

⒟　

訴
訟
開
始
の
申
立
が
、
支
払
命
令
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
き

　

⒠　

被
告
が
訴
訟
費
用
及
び
預
託
金
の
支
払
を
免
除
さ
れ
る
と
き
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第
五
二
条　

元
の
国
に
お
い
て
公
文
書
と
見
做
さ
れ
る
外
国
裁
判
所
及
び
外
国
官
庁
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
文
書
は
、
そ
れ
が
適
切
に

認
証
さ
れ
て
い
る
と
き
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
も
公
文
書
と
し
て
の
証
明
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

外
国
法
及
び
相
互
性
の
決
定

第
五
三
条

⑴　

司
法
官
庁
は
、
準
拠
外
国
法
の
内
容
を
確
定
す
る
た
め
に
必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
外
国
法
の
内
容
が
か

よ
う
な
官
庁
に
知
ら
れ
な
い
と
き
は
、
法
務
省
に
そ
の
た
め
の
情
報
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

第
一
項
に
特
定
さ
れ
た
事
件
の
審
判
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
疑
問
を
生
じ
た
と
き
、
司
法
官
庁
は
法
務
省
に
意
見
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五
四
条　

他
国
に
つ
い
て
の
相
互
性
に
関
す
る
法
務
省
の
宣
言
で
あ
っ
て
、
外
務
省
及
び
他
の
関
係
省
と
協
議
し
て
下
さ
れ
た
も
の

は
、
裁
判
所
及
び
他
の
官
庁
を
拘
束
す
る
も
の
と
す
る
。

国
際
的
司
法
援
助

第
五
五
条　

別
段
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
司
法
官
庁
は
、
法
務
省
を
通
じ
て
外
国
官
庁
と
連
絡
を
と
る
も
の
と
す
る
。

第
五
六
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
司
法
官
庁
は
、
相
互
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
依
頼
に
よ
り
、
外
国
司
法
官
庁
へ
司
法
共
助
を

供
す
る
も
の
と
す
る
。
次
に
掲
げ
る
と
き
、
司
法
共
助
は
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⒜　

依
頼
さ
れ
た
共
助
の
遂
行
が
、
依
頼
さ
れ
た
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
司
法
官
庁
の
裁
判
管
轄
権
に
属
し
な
い
と
き
。
但
し
、
か
よ
う
な

共
助
が
他
の
司
法
官
庁
の
管
轄
権
、
又
は
、
他
の
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
官
庁
の
管
轄
権
に
属
す
る
と
き
、
依
頼
は
、
執
行
に
つ
い
て
権

限
を
有
す
る
官
庁
へ
回
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

　

⒝　

共
助
の
依
頼
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
公
序
に
反
す
る
と
き
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第
五
七
条

⑴　

依
頼
さ
れ
た
司
法
共
助
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
を
適
用
し
て
供
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
外
国
官
庁
の
依
頼
に
よ
り
、
外
国
の
手
続
規

則
が
、
依
頼
さ
れ
た
手
続
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
公
序
に
反
し
な
い
と
き
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

外
国
官
庁
が
強
く
依
頼
す
る
と
き
、
証
人
、
鑑
定
人
及
び
当
事
者
は
、
宣
誓
し
て
尋
問
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
の
こ
と

が
、
外
国
に
お
け
る
請
求
権
の
主
張
又
は
維
持
の
た
め
に
必
要
な
事
実
の
宣
誓
さ
れ
た
陳
述
書
へ
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑶　

証
人
及
び
当
事
者
の
宣
誓
は
、
次
の
通
り
読
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。「
私
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
尋
ね
ら
れ
る
一
切
の
事
項
に
つ

き
、
真
実
を
述
べ
、
か
つ
、
真
実
以
外
の
こ
と
を
述
べ
な
い
こ
と
を
私
の
名
誉
に
か
け
て
誓
う
。」

⑷　

鑑
定
人
の
宣
誓
は
、
次
の
通
り
読
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。「
私
は
、
私
の
確
信
及
び
良
心
に
従
い
、
専
門
的
知
識
を
述
べ
る
こ
と

を
私
の
名
誉
に
か
け
て
誓
う
。」

⑸　

事
実
に
従
っ
て
述
べ
ら
れ
た
宣
誓
の
場
合
に
は
、
表
現
は
そ
れ
に
従
っ
て
変
更
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
八
条　

認
証
さ
れ
た
外
国
の
文
書
に
チ
ェ
コ
語
又
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
語
の
翻
訳
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
と
き
、
名
宛
人
が
自
発
的

に
そ
れ
を
受
け
取
る
と
き
は
、
そ
れ
は
そ
の
者
に
送
達
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
名
宛
人
は
、
そ
の
者
が
書
面
を
受
け
取
る
こ
と
の
そ

の
拒
否
の
潜
在
的
な
法
的
結
果
を
認
識
す
べ
き
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
九
条

⑴　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
外
交
官
又
は
領
事
官
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
司
法
官
庁
に
よ
る
依
頼
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
な
う
も
の

と
す
る
。

　

⒜　

そ
れ
ら
の
者
の
派
遣
国
に
お
け
る
者
へ
の
送
達
が
、
国
際
条
約
若
し
く
は
他
の
国
際
法
上
の
規
則
の
下
に
許
容
さ
れ
る
か
、
又

は
、
そ
れ
が
送
達
国
の
法
律
に
反
し
な
い
と
き
、
か
よ
う
な
任
務
を
行
な
う
こ
と
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⒝　

送
達
国
に
お
い
て
外
交
特
権
及
び
免
除
を
享
受
す
る
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
へ
の
送
達
、
並
び
に
、
証
人
、
鑑
定
人
又
は
当
事
者

た
る
者
を
尋
問
す
る
こ
と

　

⒞　

外
務
省
に
よ
る
委
任
に
基
づ
き
、
証
人
、
鑑
定
人
及
び
当
事
者
が
任
意
に
出
頭
し
、
か
つ
、
援
助
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る

国
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
る
法
律
に
反
し
な
い
と
き
、
か
よ
う
な
者
を
尋
問
し
、
又
、
他
の
訴
訟
行
為
を
行
な
う
こ
と

⑵　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
外
交
官
又
は
領
事
官
は
、
依
頼
し
て
い
る
司
法
官
庁
へ
適
用
さ
れ
る
法
律
に
従
っ
て
行
為
す
る
も
の
と
し
、
か

つ
、
そ
れ
ら
の
者
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
行
為
は
、
司
法
官
庁
自
体
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
と
同
一
の
効
果
を
有
す
る
も
の
と
す

る
。

第
六
〇
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
司
法
官
庁
に
よ
る
依
頼
に
基
づ
き
、
外
国
官
庁
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
送
達
、
及
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
た
証
明
は
、
そ
れ
が
外
国
法
の
諸
規
定
に
適
合
し
て
い
な
く
と
も
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
と
適
合
す
る
と
き
、
法
律
効
果
を
有

す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
一
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
法
の
証
明
書

　

法
務
省
は
、
外
国
に
お
い
て
権
利
を
主
張
す
る
た
め
に
要
求
す
る
者
へ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
る
法
律

の
証
明
書
を
発
行
す
る
も
の
と
す
る
。
か
よ
う
な
証
明
書
は
、
法
律
を
解
釈
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
が
特
定
の
法
律
事
件
に
お
い
て
如
何

に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
を
説
明
す
る
こ
と
も
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
六
二
条　

文
書
の
認
証

　

外
国
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
文
書
で
あ
っ
て
、
司
法
官
庁
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
、
又
は
、
そ
れ
に
よ
っ

て
認
証
さ
れ
た
か
、
若
し
く
は
、
そ
の
許
に
お
い
て
署
名
さ
れ
た
も
の
は
、
当
事
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
官
庁
に
よ
っ
て

適
法
と
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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⒜�　

地
方
裁
判
所
の
地
区
に
所
在
す
る
地
区
裁
判
所
、
鑑
定
人
若
し
く
は
執
行
吏
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
文
書
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て

認
証
さ
れ
た
文
書
若
し
く
は
署
名
、
並
び
に
、
翻
訳
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
翻
訳
、
又
は
、
専
門
家
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
書

面
に
よ
る
意
見
に
関
し
て
は
、
地
方
裁
判
所

　

⒝　

⒜
号
に
特
定
さ
れ
て
い
な
い
他
の
何
ら
か
の
文
書
に
関
し
て
は
、
法
務
省

第
六
二
ａ
条　

越
境
事
件
に
お
け
る
裁
判
所
の
他
の
義
務

⑴　

外
国
に
お
い
て
、
国
際
条
約
又
は
互
恵
主
義
の
下
に
、
扶
養
の
確
定
の
た
め
、
又
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
の
判
決
の
執
行
の

た
め
の
訴
訟
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、
扶
養
を
要
求
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
居
所
地
の
地
方
裁
判
所
へ
、
そ
の
者
が
申
立
を

引
き
寄
せ
る
こ
と
を
援
助
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
裁
判
所
は
、
申
立
を
引
き
寄
せ
る
義
務
が
あ
る
も
の
と
す

る
。

⑵　

外
国
裁
判
所
の
許
へ
訴
訟
を
提
起
し
よ
う
と
す
る
者
、
又
は
、
外
国
に
お
け
る
訴
訟
の
被
告
で
あ
る
者
は
、
そ
の
居
所
地
の
地
方

裁
判
所
へ
、
外
国
に
お
け
る
国
際
条
約
の
下
に
お
け
る
訴
訟
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
べ
き
法
的
援
助
の
申
立
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
に

お
い
て
そ
の
者
を
援
助
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
裁
判
所
は
、
申
立
を
引
き
寄
せ
る
義
務
が
あ
る
も
の
と
す

る
。

⑶　

裁
判
所
は
、
申
立
人
に
よ
る
提
案
、
及
び
、
そ
の
者
の
費
用
を
も
っ
て
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
下
に
お
け
る
申
立
て
、
及
び
、

そ
の
立
証
文
書
の
翻
訳
を
手
配
す
る
も
の
と
す
る
。
申
立
人
が
法
廷
費
用
免
除
の
規
定
に
つ
い
て
の
要
件
を
満
た
す
と
き
、
翻
訳
費

用
は
国
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑷　

第
一
項
な
い
し
第
三
項
は
、
国
際
条
約
が
、
内
国
判
決
の
外
国
に
お
け
る
執
行
の
申
立
が
、
第
一
審
に
お
い
て
当
該
判
決
を
下
し

た
裁
判
所
へ
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
場
合
に
お
い
て
も
、
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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第
三
節　

外
国
判
決
の
承
認
及
び
執
行

第
六
三
条　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
裁
判
所
の
裁
判
管
轄
権
に
属
す
る
場
合
に
は
、
他
国
官
庁
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
解
決

を
含
め
、
第
一
条
に
特
定
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
他
国
官
庁
の
判
決
、
並
び
に
、
か
よ
う
な
事
項
に
お
け
る
外
国
の
真
正
な
法
律
文

書
（
以
下
、「
外
国
判
決
」
と
い
う
）
は
、
そ
れ
ら
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
官
庁
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
た
と
き
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和

国
に
お
い
て
法
律
効
果
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
四
条　

承
認
の
要
件

　

外
国
判
決
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
、
承
認
さ
れ
る
こ
と
も
、
執
行
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

⒜　

そ
の
承
認
が
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
官
庁
の
専
属
的
管
轄
権
に
よ
っ
て
先
取
り
さ
れ
て
い
る
か
、
又
は
、
管
轄
権
に
関
す
る
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
の
規
定
の
必
要
な
修
正
が
な
さ
れ
た
適
用
に
お
い
て
、
外
国
官
庁
が
事
件
の
管
轄
権
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
き

　

⒝　

そ
れ
が
、
元
の
国
に
お
い
て
、
既
判
力
も
有
せ
ず
、
執
行
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
き

　

⒞　

そ
れ
が
理
非
に
関
す
る
判
決
で
な
い
と
き

　

⒟　

判
決
の
承
認
が
不
利
益
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
当
事
者
が
、
外
国
官
庁
に
よ
り
、
そ
の
前
の
手
続
に
参
加
す
る
機
会
を
奪
わ

れ
、
と
り
わ
け
、
そ
の
者
が
、
呼
出
状
、
又
は
、
手
続
を
開
始
す
る
文
書
を
適
切
に
手
交
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
。
但
し
、
裁
判
所

は
、
判
決
が
当
事
者
へ
適
切
に
手
交
さ
れ
ず
、
か
つ
、
そ
の
者
が
控
訴
し
な
か
っ
た
と
き
、
又
は
、
当
事
者
が
、
こ
の
条
件
の
再

審
理
を
主
張
し
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
と
き
、
こ
の
条
件
を
再
審
理
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　

⒠　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
が
、
事
件
に
お
い
て
、
既
判
力
を
有
す
る
判
決
を
下
し
て
い
る
か
、
又
は
、
同
一
事
件
に
お
け
る
先
行

す
る
外
国
判
決
が
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
か
、
若
し
く
は
、
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
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⒡　

承
認
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
公
の
秩
序
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
と
き

第
六
五
条　

当
事
者
の
少
な
く
と
も
一
方
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
婚
姻
関
係
事
件
及
び
親
子
関
係
の
成
立
（
確

定
又
は
否
認
）
を
含
む
事
件
に
お
け
る
外
国
判
決
、
及
び
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
あ
る
子
の
養
子
縁
組
に
関
す
る
外
国
判
決
は
、

第
六
四
条
⒝
号
な
い
し
⒡
号
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
な
い
限
り
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

第
六
六
条　

⑴　

身
上
監
護
に
お
け
る
子
の
配
置
、
又
は
、
子
と
の
交
渉
に
関
す
る
外
国
判
決
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
、
承
認
も
執
行
も
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。

　

⒜　

第
六
四
条
⒜
な
い
し
⒠
に
述
べ
ら
れ
た
諸
要
件
の
何
れ
か
が
満
た
さ
れ
な
い
と
き

　

⒝�　

裁
判
所
が
緊
急
の
た
め
に
子
の
聴
聞
を
免
除
し
た
か
、
又
は
、
子
が
そ
の
年
齢
及
び
成
熟
の
た
め
に
そ
の
意
見
を
表
明
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
な
い
限
り
、
子
が
実
体
に
関
す
る
手
続
に
お
い
て
聴
聞
さ
れ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と

き

　

⒞　

承
認
が
、
子
の
最
良
の
利
益
を
顧
慮
し
て
、
明
ら
か
に
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
公
の
秩
序
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
と
き

⑵　

緊
急
の
場
合
を
除
い
て
、
配
置
又
は
交
渉
に
関
す
る
外
国
命
令
が
、
聴
聞
さ
れ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
た
者
を
抜
き
に
し
て
与

え
ら
れ
た
と
き
、
裁
判
所
は
、
か
よ
う
な
判
決
は
親
の
責
任
を
侵
害
す
る
と
主
張
す
る
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
承
認
し
な

い
も
の
と
す
る
。

第
六
七
条

⑴　

婚
姻
関
係
事
件
、
親
子
関
係
の
成
立
（
確
定
又
は
否
認
）、
又
は
、
子
の
養
子
縁
組
を
含
む
事
件
に
お
け
る
外
国
判
決
は
、
ス
ロ
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ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
の
特
定
の
判
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

子
の
配
置
若
し
く
は
子
と
の
交
渉
に
関
す
る
外
国
判
決
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
の
特
定
の
判
決
、
又
は
、
そ
の
執
行
を
命
じ

る
こ
と
の
何
れ
に
よ
っ
て
も
承
認
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑶　

他
の
何
れ
の
外
国
判
決
も
、
そ
の
執
行
を
命
じ
る
こ
と
、
又
は
、
そ
の
執
行
命
令
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

裁
判
所
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
外
国
判
決
が
執
行
を
要
求
し
な
い
と
き
、
そ
れ
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
官
庁
が
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
の
判
決
の
如
く
そ
れ
を
考
慮
す
る
よ
う
な
方
法
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
外
国
判
決
の
原
告
又
は
被

告
の
何
れ
か
の
請
求
に
基
づ
き
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
は
、
常
に
、
特
定
の
判
決
に
よ
り
、
外
国
判
決
の
承
認
に
関
し
て
決
定
す

る
も
の
と
す
る
。

第
六
八
条　

外
国
判
決
の
効
力

⑴　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
外
国
判
決
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
判
決
と
同
一
の
法
律

効
果
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

承
認
が
な
く
と
も
、
婚
姻
関
係
事
件
、
親
子
関
係
の
成
立
（
確
定
若
し
く
は
否
認
）
又
は
子
の
養
子
縁
組
を
含
む
事
件
に
お
け
る

外
国
判
決
は
、
当
事
者
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
で
な
く
、
か
つ
、
そ
れ
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
公
序
に
反
し
な
い
と
き
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
裁
判
所
の
判
決
と
同
一
の
法
律
効
果
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

外
国
判
決
の
承
認
に
つ
い
て
の
申
立
手
続

第
六
八
ａ
条　

裁
判
所
の
管
轄
権

　

次
に
掲
げ
る
裁
判
所
は
、
外
国
判
決
の
承
認
の
申
立
に
関
し
て
手
続
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

婚
姻
関
係
事
件
、
親
子
関
係
の
成
立
（
確
定
若
し
く
は
否
認
）、
又
は
、
子
の
養
子
縁
組
を
含
む
事
件
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
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認
の
た
め
の
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
地
方
裁
判
所

　

⒝　

子
の
配
置
又
は
交
渉
に
関
す
る
外
国
判
決
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
子
の
常
居
所
の
地
区
裁
判
所
、
及
び
、
そ
れ
が
な
い
と
き

は
、
子
の
居
所
の
地
区
裁
判
所
。
か
よ
う
な
裁
判
所
が
存
在
し
な
い
と
き
は
、
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
第
一
地
区
裁
判
所

　

⒞　

判
決
の
執
行
を
命
じ
る
か
、
又
は
、
上
記
⒝
号
に
よ
っ
て
包
括
さ
れ
な
い
判
決
の
承
認
の
実
施
命
令
書
を
発
行
す
る
管
轄
権
を

有
す
る
裁
判
所

第
六
八
ｂ
条

⑴　

承
認
に
関
す
る
手
続
は
、
外
国
判
決
に
お
け
る
当
事
者
と
し
て
関
係
づ
け
ら
れ
る
者
に
よ
り
、
又
、
婚
姻
関
係
事
件
、
親
子
関
係

の
成
立
（
確
定
若
し
く
は
否
認
）、
又
は
、
子
の
養
子
縁
組
を
含
む
事
件
に
お
い
て
は
、
事
件
に
お
け
る
法
的
利
益
を
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
者
に
よ
っ
て
も
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
申
立
に
よ
っ
て
開
始
す
る
。

⑵　

手
続
の
当
事
者
は
、
申
立
人
、
及
び
、
外
国
判
決
が
不
利
益
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
す
べ
て
の
者
と
す
る
。
申
立
人

が
申
立
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
者
を
特
定
で
き
な
い
と
き
、
手
続
の
当
事
者
は
、
外
国
判
決
に
お
い
て
当
事
者
と
し
て
関
係
づ
け
ら
れ

た
す
べ
て
の
者
と
す
る
。

⑶　

申
立
人
が
外
国
に
そ
の
居
所
又
は
本
拠
を
有
す
る
と
き
、
そ
の
者
は
、
文
書
の
送
達
の
た
め
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
所
又

は
本
拠
を
有
す
る
代
理
人
を
選
任
す
る
も
の
と
す
る
。
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
、
文
書
は
、
送
達
の
効
果

を
も
っ
て
、
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
申
立
人
は
か
よ
う
な
結
果
を
通
知
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑷　

第
三
項
の
規
定
は
、
他
の
手
続
当
事
者
が
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
居
所
又
は
本
拠
を
有
し
な
い
と
き
、
そ
れ
ら
の
者
と
の
関
係

に
お
い
て
も
、
必
要
に
よ
り
、
修
正
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
八
ｃ
条　

外
国
判
決
の
承
認
に
つ
い
て
の
申
立
要
件
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⑴　

外
国
判
決
の
承
認
に
つ
い
て
の
申
立
は
、
宛
て
先
の
裁
判
所
、
申
立
人
の
身
元
、
そ
れ
が
関
連
す
る
事
件
、
及
び
、
申
立
の
目
的

を
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
れ
は
署
名
さ
れ
、
か
つ
、
交
付
日
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。
申
立
は
、
更
に
、
外
国
判
決
、
原
官

庁
の
名
称
、
外
国
判
決
が
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
た
か
、
又
は
、
そ
の
執
行
可
能
性
に
関
す
る
情
報
を
付
与
す
る
日
付
を
明

記
す
る
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
れ
は
、
申
立
に
添
付
さ
れ
た
す
べ
て
の
証
明
文
書
を
表
に
す
る
も
の
と
す
る
。
申
立
は
、
一
部
が
裁

判
所
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
、
か
つ
、
各
当
事
者
が
一
部
を
手
交
さ
れ
る
証
明
文
書
を
多
数
の
写
し
を
も
っ
て
提
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

申
立
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

⒜　

外
国
判
決
の
原
本
の
完
全
な
本
文
、
又
は
、
そ
の
適
切
に
認
証
さ
れ
た
写
し

　

⒝　

外
国
判
決
が
拘
束
力
を
有
し
て
い
る
か
、
若
し
く
は
、
執
行
で
き
る
こ
と
、
又
は
、
通
常
控
訴
が
も
は
や
そ
れ
に
対
し
て
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
権
限
を
有
す
る
外
国
官
庁
に
よ
る
証
明
書

　

⒞　

第
六
四
条
⒟
号
の
下
に
お
け
る
不
承
認
の
理
由
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
、
又
は
、
他
の
当
事
者
が
そ
の

理
由
の
再
審
査
を
主
張
し
な
か
っ
た
こ
と
の
そ
れ
ら
の
者
に
よ
る
宣
言

　

⒟　

す
べ
て
の
証
明
文
書
の
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
語
へ
の
適
切
に
認
証
さ
れ
た
翻
訳

⑶　

必
要
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
一
五
日
又
は
そ
れ
以
上
の
期
間
を
も
っ
て
、
申
立
人
の
申
立
を
完
成
す
る
た
め
、
そ
の
者
を
招
集
す

る
も
の
と
す
る
。
申
立
人
が
、
裁
判
所
に
よ
る
招
集
を
失
し
て
、
そ
の
申
立
を
訂
正
又
は
完
成
せ
ず
、
か
つ
、
こ
の
た
め
、
手
続
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
裁
判
所
は
手
続
を
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。
申
立
人
は
か
よ
う
な
結
果
を
通
知
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

第
六
八
ｄ
条

⑴　

外
国
判
決
承
認
の
申
立
の
提
出
は
、
承
認
の
申
立
に
関
す
る
判
決
が
拘
束
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
そ
の
執
行
、
又
は
、
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そ
の
遂
行
の
た
め
の
命
令
書
の
発
行
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
手
続
を
中
止
す
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

外
国
判
決
が
元
の
国
家
に
お
い
て
控
訴
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
外
国
判
決
の
承
認
又
は
執
行
（
遂
行
の
た
め
の
命
令
書
の
発
行
）
に
関

し
て
手
続
す
る
裁
判
所
は
、
控
訴
に
関
す
る
判
決
が
拘
束
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
そ
の
手
続
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
六
八
ｅ
条　

事
件
の
聴
聞

⑴　

当
事
者
の
一
方
が
承
認
の
業
務
か
ら
一
五
日
の
期
間
内
に
外
国
命
令
の
承
認
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
提
起
し
な
い
限
り
、
裁
判

所
は
、
事
件
に
お
い
て
聴
聞
を
実
行
し
な
い
。

⑵　

当
事
者
双
方
が
、
書
面
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
者
が
外
国
判
決
の
承
認
に
同
意
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
申
立

を
取
り
扱
わ
ず
、
か
つ
、
聴
聞
を
実
行
し
な
い
も
の
と
す
る
。
か
よ
う
な
当
事
者
に
よ
る
書
面
の
声
明
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
語
へ
の

十
分
に
証
明
さ
れ
た
翻
訳
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
八
ｆ
条　

外
国
判
決
の
再
審
範
囲

⑴　

裁
判
所
は
、
外
国
官
庁
が
そ
の
管
轄
権
を
基
づ
く
事
実
の
発
見
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

外
国
判
決
は
、
そ
の
実
体
に
関
し
て
再
審
査
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
八
ｇ
条　

裁
判
所
の
決
定

⑴　

婚
姻
関
係
事
件
、
親
子
関
係
の
成
立
（
確
定
若
し
く
は
否
認
）、
又
は
、
子
の
養
子
縁
組
を
含
む
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
外

国
判
決
の
承
認
の
申
立
に
関
し
、
判
決
に
よ
っ
て
決
定
し
、
他
の
す
べ
て
の
事
件
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
決
議
に
よ
っ
て
決
定
す
る

も
の
と
す
る
。

⑵　

外
国
判
決
の
承
認
の
要
件
の
何
れ
か
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
と
き
、
裁
判
所
は
承
認
を
拒
否
す
る
も
の
と
す
る
。
他
の
す
べ
て
の
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事
件
に
お
い
て
、
そ
れ
は
外
国
判
決
を
承
認
す
る
も
の
と
す
る
。

⑶　

外
国
判
決
が
一
つ
以
上
の
評
決
を
含
み
、
か
つ
、
承
認
が
そ
れ
ら
の
す
べ
て
に
つ
い
て
可
能
で
な
い
か
、
又
は
、
要
求
さ
れ
て
い

な
い
と
き
、
裁
判
所
は
、
可
能
か
、
又
は
、
要
求
さ
れ
た
範
囲
に
お
い
て
の
み
、
外
国
判
決
を
承
認
す
る
も
の
と
す
る
。
申
立
人
自

身
は
、
判
決
の
部
分
的
承
認
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
八
ｈ
条

⑴　

本
節
の
諸
規
定
は
、
必
要
な
修
正
を
加
え
て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
け
る
外
国
判
決
の
不
承
認
の
申
立
に
関
す
る
手
続
へ

適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

外
国
判
決
の
承
認
手
続
に
関
す
る
諸
規
定
は
、
必
要
な
修
正
を
加
え
て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
に
お
け
る
外
国
判
決
の
執
行
可

能
性
又
は
執
行
不
可
能
性
の
言
渡
し
手
続
へ
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
八
ｉ
条　

経
過
規
定

⑴　

未
修
正
の
法
規
の
下
に
開
始
さ
れ
た
外
国
判
決
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
手
続
は
、
本
諸
規
定
の
適
用
に
お
い
て
終
了
す
る
も

の
と
す
る
。

⑵　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
裁
判
所
が
未
修
正
の
法
規
に
そ
の
管
轄
権
を
基
づ
く
と
き
は
、
そ
の
管
轄
権
は
継
続
す
る
も
の
と
す
る
。

⑶　

未
修
正
の
法
規
の
下
に
お
け
る
当
事
者
の
書
面
に
よ
る
合
意
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
管
轄
権
は
、
維
持
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
本

修
正
が
発
効
す
る
前
に
締
結
さ
れ
た
裁
判
所
選
択
の
合
意
の
有
効
性
は
、
未
修
正
の
法
規
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

最
終
規
定

第
六
九
条　

国
際
私
法
及
び
区
際
私
法
、
並
び
に
、
外
国
人
の
私
法
領
域
に
お
け
る
法
的
地
位
に
関
す
る
一
九
四
八
年
法
令
集
第
四
一
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号
は
、
こ
こ
に
廃
止
さ
れ
る
。

第
七
〇
条　

本
法
令
は
、
一
九
六
四
年
四
月
一
日
に
発
効
す
る
も
の
と
す
る
。

―
か
さ
は
ら　

と
し
ひ
ろ
・
法
学
部
教
授
―
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